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次世界大戦前の労農派と講座派が展開した日本資本主義論争の影響を多かれ少なかれ受けた」と言及し
たことがある。
　日本の学者のおかげで，王亜南の思想と学術の成果も日本に紹介された。1955年，氏の『半植民地経
済論』に改名された『中国経済原論』は日本で翻訳され出版された。王亜南氏は非常に喜んで，自ら日
本語訳本の序言を書いた。氏は中国の半封建・半植民地の経済形態の研究とその過程においての経験と
教訓が日本人に有益な情報提供になるだろうと，そして両国の文化交流に役立つだろうと確信した。
　ついでに王亜南氏の身内の思い出によるものだが，日本には王亜南氏を研究する学者がいて，王亜南
に沢山の手紙を出したが，残念なことに当時の中国の特別な歴史的な背景のために返信はできなかっ
た。現在，私たちはこの学者の情報を捜している。もしも誰か知っている方がいらっしゃれば，どうか
教えてもらいたい。さらに王亜南氏の在日４年間の具体的情況に関しても，私たちもほとんど知らない
状況であるので，どうか知っている方がいらっしゃれば教えていただきたい。
　今日，中国は王亜南氏が在世したときよりもいい発展時期に入っている。これから，厦門大学の先
生，学生が勉強，研究，教学などなどの面において，日本ともっと幅広い交流ができるようにと期待し
ています。こういう交流によって，両国の友好，中国の改革開放，アジアと世界の平和などに積極的な
推進役を果たせるよう期待しています。ご静聴ありがとうございました。
 （2009年７月３日掲載決定）
資本論の方法と中国の改革開放
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